
文化遺産総合活用推進事業　実施報告

鹿児島県鹿児島市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

鹿児島市文化遺産活用計画

 6 計画の実施状況（概要）
※平成29年度までに実施した計画の実施状況を記載してください。

　世界遺産「明治日本の産業革命遺産　製鉄・製鋼、造船、石炭産業」に含まれる本市構成資産（旧集成館、寺
山炭窯跡、関吉の疎水溝）を中心とする鹿児島の近代化産業遺産の活用を通じ、地域活性化を図るため、「かご
しま近代化産業遺産協働行動計画」に基づく取組を実施する。
　【役割分担】
　　・「かごしま近代化産業遺産協働行動計画」の推進に関する調整等…観光交流局世界遺産推進室
　　・各補助事業における文化財の取扱等に関する指導、調整等…教育委員会文化財課
　　・事業の実施…かごしま近代化産業遺産パートナーシップ会議（町内会、市民団体、ＮＰＯ、ガイド団体、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学生、所有者、行政など）
　【29年度の実施事業】ファン拡大・地域魅力アップ・地域活性化事業、おもてなし事業、
　　　　　　　　　　　学習・普及啓発事業、情報発信事業、受入体制整備事業

世界文化遺産活性化

平成 29 年度 ～ 平成 31 年度

 8 効果等の検証・分析結果
※上記7の進捗に対する検証・分析結果を記載し，併せて定性的な効果を具体的に記載してください。

○定量的な目標に対する実施状況・効果
【情報発信】「集成館」情報発信コンテンツ作成事業（ポスター・パンフレットの作成・活用）
　　写真コンテスト入賞作品や古写真等を活用し、観光客の目に留まる魅力的なデザインにするととともに、「明治日本の産
　　業革命遺産　製鉄・製鋼、造船、石炭産業」全体の価値や資産ごとの関連がわかるような内容で作成し、ホテル等観光施
　　設に設置することで、理解増進や誘客の推進、地域活性化につなげることができた。
　　　・29年度作成部数：ポスター600部　リーフレット20,000部
【普及啓発】「集成館」次世代への継承事業（児童用文具の作成・活用）
　　地図や写真・イラストを多用し、子どもたちが容易に理解できるような下敷きを作成して鹿児島市内の小学５年生に配布
　　した。また下敷きを活用して出前授業を実施し、その際は子どもたちからの多数質問があがるなど集成館事業や世界遺産
　　に関する子どもたちの関心を高めることができた。
　　　・29年度作成部数：6,000枚
　　　・出前授業：鹿児島市立大龍小学校　第５学年66名（平成30年2月28日実施）

○定性的な効果【来訪者数】
　　  ・市内の３構成資産（旧集成館、寺山炭窯跡、関吉の疎水溝）への29年度の来訪者数は、前年度の約1.2倍。
   　 ・寺山炭窯跡と関吉の疎水溝の来訪者数は、登録前はほとんど来訪者がいなかったが、登録後の28年度は週末で
　　　　50人～100人が来訪。29年度は減少傾向にあったが、旅行番組で取り上げられたこと等から年度末からは増加。

千円

 7 定量的な目標に対する計画の進捗状況
※平成29年度までの進捗状況について,実施計画で設定した指標に基づき,状況値と目標に対する達成率を記載してください。
（指標・目標値を複数設定している場合は，全て記載）。

別紙①②のとおり

 5 過去の補助事業実績

平成２３年度文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業 ―

平成２４年度文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業 ―

平成２５年度文化遺産を活かした地域活性化事業 千円

平成２７年度文化遺産を活かした地域活性化事業 千円

平成２６年度文化遺産を活かした地域活性化事業 2,090千円

平成２８年度文化遺産を活かした地域活性化事業

様式１－２



回

0%

回 回 15 回

回

回

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32

回

28 年度 25 回 ⇒ 平成 31 年度 31

①

年度 12,762 人目標値１： 平成

7 定量的な目標に対する計画の進捗状況　別紙

年度

具体的な指標２： 近代化産業遺産出前授業の実施回数 関連事業: ②

目標値２： 平成

28 年度 12,762 人 ⇒ 平成 31

具体的な指標１： 旧鹿児島紡績所技師館（異人館）入館者数 関連事業:

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32

105%

年度

人 人 13,423 人 人 人 人

様式１－２別紙①



具体的な指標： ・補助事業終了後のパンフレット等コンテンツ増刷数（自主事業分）

目標値： 平成 28 年度 0

平成 32 年度

部 ⇒ 平成 31 年度 40,000

31

 7 定量的な目標に対する計画の進捗状況　別紙（関連事業）

事業①： 「集成館」情報発信コンテンツ作成事業 実施団体：
かごしま近代化産業遺産パートナーシッ
プ会議

～ 平成 29 年度

事業概要：
　「明治日本の産業革命遺産　製鉄・製鋼、造船、石炭産業」の価値や資産ごとのつながり、本
市構成資産（旧集成館、寺山炭窯跡、関吉の疎水溝）の魅力等を発信するとともに、誘客を積極
的に推進し、地域経済の活性化を図るため、ポスター・リーフレットを新たに作成する。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 29 年度

29 年度 平成 30 年度 平成

部

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度

部部 部 部部 部

事業②： 「集成館」次世代への継承事業 実施団体：
かごしま近代化産業遺産パートナーシッ
プ会議

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

具体的な指標： ・児童用文具（下敷き）の累計配布人数（自主事業分）

目標値： 平成 28 年度 0

～ 平成 29 年度

事業概要：
　次世代を担う子どもたちに対し、将来にわたり遺産を継承していくためのきっかけとするた
め、遺産を紹介する児童用文具（下敷き）を作成・配布し、遺産価値の普及啓発・理解増進を図
る。

人人 ⇒ 平成 31 年度 10,000

29 年度 平成 30

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 31 年度 平成 32 年度年度 平成

人人 人 人人 人

様式１－２別紙②


